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■アジア諸国の輸入規制
・中国政府が｢固体廃棄物輸入管理制度
改革実施案」､｢輸入廃棄物管理目録｣
を公表(2017)､固体廃棄物を段階的に
輸入停止 (2018「中国ショック」）

・タイ政府が電子廃棄物や廃プラスチッ
クの輸入制限を強化

・中国の輸入規制後廃プラスチックの受
け皿となっていたベトナムやマレーシ
アでも輸入制限

■国内動向（政策動向）
・海岸漂着物処理推進法改正
・第４次循環型社会形成推進基本計画
・プラスチック資源循環戦略策定
・海洋プラスチックごみ対策アクションプラン

・G20大阪ブルー･オーシャン･ビジョン共有
｢マリーン(MARINE)･イニシアティブ｣表明
｢海洋プラスチックごみ対策実施枠組｣承認

・G20資源効率性･G20海洋プラスチックごみ
対策実施枠組フォローアップ会合

・プラスチック製買物袋の有料義務化
・プラスチック資源循環促進法の制定

■海洋プラスチックごみ問題
・生態系を含めた海洋環境への影響
・船舶航行への障害
・観光・漁業への影響
・沿岸域居住環境への影響
・海洋中のマイクロプラスチックが生態
系に及ぼす影響への懸念

海を漂う

陸を彷徨う

１. 陸を彷徨い､海を漂うプラスチック
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バーゼル条約・同条約を担保する特定有害廃棄物等の輸出入等の規制に
関する法律（バーゼル法）に基づいてプラスチックの輸出を行う際に、当
該プラスチックが規制対象に該当するか否かを適切に判断することができ
るようにすることを目的として、該非判断基準が示された。

環境省資料より作成 https://www.env.go.jp/recycle/yugai/law/r02basel_law02.pdf

２. プラスチックの輸出入規制強化
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世界の海には､１億５千万トンのプラスチックが浮遊､堆
積し､少なくとも年間800万トンが､新たに流入していると
推定されている｡2050年には魚の量を超えるとも。
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2017年末に中国､2018年に東南アジア諸国が相次いで廃
プラスチックの輸入を制限し､廃プラスチックは､バーゼル条
約による輸出入の規制強化もあって､その行き場を失った。
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原油を精製して製造されるプラスチックは､原油の生産､
輸送､精製､製造､流通から､消費され､廃棄､処分される過程
において､日本が１年間に排出するCO2より多くのCO2が排
出され､地球温暖化､気候変動の一因になっている｡
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循環経済
(動脈と静脈の融合)

環境負荷の低減

①2030年までにワンウェイプラスチックを
累積25％排出抑制

②2025年までにリユース・リサイクル可能
なデザインに

③2030年までに容器包装の６割をリユース
・リサイクル

④2035年までに使用済プラスチックを100
％リユース・リサイクル等有効利用

⑤2030年までに再生利用を倍増
⑥2030年までにバイオマスプラスチックを
約200万トン導入

・不要プラスチック削減
・代替素材への転用
・生物分解・バイオプラ
スチックの開発・転用

３. 脱炭素社会に向けて循環経済が加速
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４. プラスチック資源循環促進法
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一般財団法人家電製品協会

家電製品の解体容易化とプラスチック製部品の再生利用

冷蔵庫、冷凍庫の解体が容易にできる設計にして、プラスチック
製の部品を回収し、素材として再生利用している。

（一財）家電製品協会資料より 9

プラスチック仕様製品設計



ハーゲンダッツ プラスチック製スプーンの素材転換

アイスクリームの包材とスプーン素材を、石油由来のプラスチッ
クから、環境に配慮した非プラスチック素材に切り替える。

2025年までにプラスチック使用量の50％（21年比）削減を目指
す。
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プラスチック仕様製品仕様の合理化



イオンの「グラムビューティーク リサイクル プログラム」

資生堂・コーセー・ロレアル・P&Gと協働し容器回収リサイク

ルを開始する。イオン店舗で展開し、化粧品売場内に回収ボックス
を設置。購入店舗やメーカー問わず回収する。

回収され容器は、洗浄・粉砕の後、ペレットにリサイクルし、買
い物かごやエコバックとして生まれ変わる予定。
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製造･販売事業者等による自主回収･再資源化



製造過程のロスを金型の設計で減量。発生したロスは自社で、
破砕処理し、原材料加工業者で再生加工した原材料を購入

製造過程で発生するプラスチックの端材を自社でフレーク化し、
原材料加工業者で再加工した原材料として購入するリサイクルシス
テムを構築している。
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排出事業者による排出の抑制・再資源化等

原料リサイクル
システム
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